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　投稿

救急搬送を伴った高齢者の転倒の実態調査
－人口規模別の検討－
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＊ 1厚生年金高知リハビリテーション病院理学療法士　＊ 2高知女子大学大学院健康生活科学研究科博士後期課程

＊ 3同大学大学院人間生活学研究科修士課程　＊ 4同大学健康栄養学部健康栄養学科講師　＊ 5同教授

目的　本研究の目的は，全国各地の消防本部の救急搬送記録を用いて，救急搬送を伴った高齢者の
転倒状況を人口規模別に検討することであった。

方法　調査期間は平成19年の 1 年間であった。対象は，全国の消防本部50機関（6.2％）において
救急隊員により搬送が行われた高齢者（65歳以上）の中等症以上の転倒（死亡または入院加療
を必要とするもの）延べ13,372件（男性4,078件，女性9,294件）とした。調査項目は，受傷者
の性別，年齢，転倒の発生場所，発生季節の計 4項目とした。対象機関は，人口20万人以上の
市町村を含む12機関（大都市），人口20万人未満の市町村で構成されている38機関（小都市）
に分類した。人口規模別の転倒搬送件数は，住民基本台帳人口要覧を用いて，人口10万人当た
りの搬送件数を各消防本部で男女それぞれ算出し，大都市と小都市の間で比較した。人口規模
別の転倒の発生場所および発生季節は，転倒搬送の割合をそれぞれ算出し，大都市と小都市の
間で比較した。

結果　人口10万人当たりの女性の転倒搬送件数は，小都市より大都市で有意に多かった。住宅での
転倒の割合は，大都市と小都市で有意差はなかったが，大都市・小都市ともに男性より女性に
高い傾向を示した。屋外での転倒の割合は，大都市と小都市で有意差はなかったが，大都市・
小都市ともに女性より男性に多かった。転倒の発生季節は，大都市と小都市で有意差はなかっ
たが，秋季・冬季の割合が全体的に高い傾向にあり，特に小都市における女性の冬季の割合は
29.0％と最も高かった。

結論　女性高齢者の転倒搬送件数は小都市より大都市で多いことが明らかになったが，転倒の発生
場所と発生季節は大都市と小都市で差はなく，人口規模別に特徴的な発生状況を明らかにする
ことはできなかった。今後は，分析的研究を用いた仮説の検証が必要である。

キーワード　救急搬送，高齢者，転倒，人口規模

Ⅰ　緒　　　言

　わが国では，老年人口の増加に伴う高齢者の
転倒増加が深刻な社会問題となっている。厚生
労働省の国民生活基礎調査（2004年）1）では，転
倒は介護が必要になった原因の第 3位（10.8％）
と報告されており，大腿骨頚部骨折や脳外傷な

ど重大な後遺症につながっている可能性が高い。
わが国の大腿骨頚部骨折の年間発生件数は，
1987年には53,000人であったが，1992年には
76,600人，1997年には92,400人，2002年には
117,900人と年々増加傾向にあり2），治療に要
する医療費（2002年）は約1556億円と報告され
ている3）。高齢者の転倒を予防することは，本
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人や家族の身体的・精神的負担の軽減につなが
るのみならず，医療費の削減など社会的な観点
からも重要である。
　わが国における地域在住高齢者の転倒状況を
調査した先行研究は，外傷を伴わなかった転倒
も含めて検討された研究が報告されているが4），
受傷者が救急搬送を必要とした転倒を検討した
報告は少ない5）。筆者らが行った先行研究6）では，
高知市消防局の救急搬送記録を用いて，高知市
で発生した救急搬送を伴った転倒状況を調査し，
受傷者の性別や年齢層によって転倒の発生原因
に違いがあることを明らかにした。しかし，転
倒状況は，受傷者の性別や年齢層によって異な
ることに加えて，自然環境や都市機能が異なる
地域では，生活環境が異なることで転倒状況に
相違を認めることは十分考えられる。わが国に
おいては，外傷を伴わなかった転倒も含めて高
齢者の転倒状況の地域差を検討した報告がわず
かに認められる程度であり4），救急搬送を必要
とした重大な転倒がどのような地域で多いのか
については，十分なデータが得られていない。
　そこで本研究では，高齢者の転倒予防対策を
構築するための基礎資料を得ることを最終目的
として，まず全国各地の消防本部の救急搬送記
録を活用し，わが国の既存統計では把握するこ
とができない救急搬送を伴った高齢者の転倒状
況について人口規模別に検討を行った。

Ⅱ　方　　　法

　対象機関は，平成19年度版全国消防便覧7）に
掲載されている全国の消防本部807機関であり，
紙面を用いて研究参加への依頼を行った。解析
対象機関は，研究参加への同意が得られた300
機関中，救急搬送記録から転倒情報の収集が可
能であり，本研究に必要な調査項目すべての
データ提供が可能であった50機関（北海道12機
関，新潟・兵庫 4機関，和歌山・高知 3機関，
秋田・埼玉・千葉・神奈川・石川・大阪 2機関，
青森・山形・茨城・栃木・静岡・三重・鳥取・
広島・徳島・福岡・長崎・熊本 1機関）であっ
た（有効回収率6.2％）。消防本部が管轄してい
る全市町村を，その人口規模により大都市と小
都市に分類した。大都市は人口20万人以上の市
町村を含む消防本部，小都市は人口20万人未満
の市町村で構成されている消防本部とし，大都
市12機関，小都市38機関であった。それぞれの
地域特性を表 1に示す。大都市は，小都市と比
較して，人口密度，可住地面積，高齢者の単独
世帯，第三次産業就業者数，医師数が有意に高
値を示し，一方，高齢者数，豪雪地帯を含む地
域の割合，第一次産業就業者数が有意に低値を
示した（表 1）。
　解析対象は，平成19年 1 月 1 日より平成19年

表 1　大都市と小都市の特性の比較

詳細 大都市1）

12機関
小都市2）

38機関 有意確率

人口密度（人/㎢） 総人口/総面積 3 406.1±3 185.4 301.6±773.0 0.004
人口100人当たりの高齢者数（人） 高齢者数/総人口×1,000 19.0±    2.8 25.5±  5.9 0.000
100㎢当たりの可住地面積（㎢） 可住地面積/総面積×100 65.5±   22.5 39.0± 22.5 0.001
豪雪地帯を含む地域の割合（％） 管轄地域内に豪雪地帯を含む地域 16.7( 2地域) 57.9(22地域) 0.019
高齢者1,000人当たりの高齢者の単独世帯
数（世帯）

単独世帯数/高齢者数×1,000 176.2±   57.8 137.5± 50.8 0.031

就業者100人当たりの第一次産業就業者数（人） 第一次産業就業者数
　　総就業者数　　×100

2.3±    2.4 14.0±  8.5 0.000

就業者100人当たりの第二次産業就業者数（人） 第二次産業就業者数
　　総就業者数　　×100

24.3±    7.0 25.4±  7.9 0.683

就業者100人当たりの第三次産業就業者数（人） 第三次産業就業者数
　　総就業者数　　×100

70.9±    7.7 60.1±  7.0 0.000

人口10万人当たりの医師数（人） 医師数/総人口×100,000 238.8±   65.6 145.9± 71.3 0.001
人口10万人当たりの病院数（件） 病院数/総人口×100,000 6.3±    4.0 9.0±  5.7 0.076
注　1）　大都市：人口20万人以上の市町村を含む地域
　　2）　小都市：人口20万人未満の市町村で構成されている地域
　　3）　検定方法：豪雪地帯を含む地域の割合はχ2検定，それ以外の項目は対応のないｔ検定，有意水準は 5％未満
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12月31日の 1年間に50消防本部の救急隊員によ
り搬送が行われた高齢者（65歳以上）の中等症
以上の転倒（救急事故等報告要領の分類にもと
づいて，死亡または入院加療を必要とするも
の）延べ13,372件（男性4,078件，女性9,294
件）とした。
　救急事故等の種別は，火災，自然災害，水難
事故，交通事故，労働災害事故，運動競技事故，
一般負傷，加害，自損行為，急病，その他の計
11種別に分類されており，歩行中のつまずきや
階段での転倒，台や自転車からの転落は一般負
傷に該当することから，本研究における転倒の
定義は，「救急事故種別の一般負傷に分類され
た転倒および転落であり，他の10種別に分類さ
れた転倒および転落は除外する」とした。
　調査項目は，基礎情報として受傷者の性別，
年齢，転倒の発生場所，発生季節の計 4項目と
した。各消防本部から大学へのデータの移送は，
パスワード設定を行った電子媒体（メール，
CD‒Ｒ），もしくは印刷物などにて送信・郵送
を行った。転倒の発生場所は，救急事故等報告
要領の分類にもとづいて事故の発生した場所ま
たは救急車が事故現場に到着したときに受傷者
のいた場所を転倒の発生場所とし，住宅（一般
および高層住宅などで住居として使用している
場所），公衆出入場所（劇場やデパート，駅構
内など多数の人が集まる場所），仕事場（工場

や作業所，倉庫など），屋外（道路，公園，広
場，森林など，または発生場所が不明なもの）
の 4項目に分類した。転倒の発生季節は，消防
本部が転倒事故の連絡を受けた月を，春季（ 3
～ 5 月），夏季（ 6 ～ 8 月），秋季（ 9 ～11月），
冬季（12～ 2 月）に分類した。
　人口規模別の転倒搬送件数は，平成19年住民
基本台帳人口要覧8）を用いて，人口10万人当た
りの中等症以上の搬送件数を各消防本部で男女
それぞれ算出し，大都市と小都市の転倒搬送件
数の比較には，対応のないｔ検定を用いた。人
口規模別の転倒の発生場所および発生季節は，
転倒搬送の割合（以下，転倒搬送割合）をそれ
ぞれ算出し，大都市と小都市の転倒搬送割合の
比較にはMann‒WhitneyのU検定を用いた。本
研究は，高知女子大学生活科学倫理専門審査委
員会において承認を受けた（生研倫－08‒007）。

Ⅲ　結　　　果

　人口10万人当たりの女性の転倒搬送件数は，
大都市で615.0±156.6件，小都市で472.2±
285.1件であり，大都市が有意に多かった（表
2）。転倒の発生場所は，大都市・小都市にお
いて，男女ともに住宅での割合が他の発生場所
（公衆出入場所，仕事場，屋外）と比較して高
く，59.4％から72.1％であった。住宅での転倒

表 2　大都市と小都市における転倒搬送件数・転倒の発生場所・発生季節の比較
大都市2） 小都市3） 有意確率

男性 女性 男性 女性
男性 女性

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

転倒搬送件数
（人口10万人当たり） 366.9 140.7 615.0 156.6 308.0 201.7 472.2 285.1 0.352 *

発生場所（％）
住宅 60.7 8.2 72.1 7.5 59.4 23.7 71.8 13.9 0.856 0.453
公衆出入場所 14.5 4.6 15.2 4.8 14.0 16.5 14.8 13.5 0.235 0.173
仕事場 1.1 1.2 0.3 0.3 0.8 2.7 0.0 0.0 * *
屋外 23.6 8.6 12.4 4.8 23.1 15.7 13.4 11.6 0.674 0.666

季節（％）
春季（ 3～ 5月） 24.4 6.2 24.8 2.6 24.0 12.2 20.8 9.8 0.768 0.056
夏季（ 6～ 8月） 21.7 3.1 21.6 1.4 20.4 15.2 23.4 9.1 0.811 0.301
秋季（ 9～11月） 26.7 3.1 25.7 3.0 27.4 14.4 26.8 12.2 0.716 0.586
冬季（12～２月） 27.2 3.1 27.9 2.1 25.7 15.5 29.0 9.2 0.275 0.901

注　1）　* ｐ＜0.05
　　2）　大都市：人口20万人以上の市町村を含む地域（12機関）
　　3）　小都市：人口20万人未満の市町村で構成されている地域（38機関）
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の割合は，大都市と小都市で有意差はなかった
が，大都市・小都市ともに男性より女性に高い
傾向を示した。屋外での転倒の割合は，大都市
と小都市で有意差はなかったが，大都市・小都
市ともに女性より男性に多かった。仕事場での
転倒の割合は，男女とも小都市より大都市で有
意に高値であった。転倒の発生季節の割合は，
大都市と小都市で有意差がなかったが，全体的
に秋季・冬季の割合が高く，特に小都市におけ
る女性の冬季の割合は29.0％と最も高かった。

Ⅳ　考　　　察

　本研究では，全国各地の消防本部の救急搬送
記録を活用し，大都市と小都市における高齢者
の転倒状況について比較を行った。
　本結果では，女性の転倒搬送件数は，小都市
より大都市で有意に多かった。本研究では，転
倒後の診断名に関しては調査できていないが，
本研究の対象は医療機関で死亡，または入院が
必要と診断された患者であり，多くは体幹・四
肢の骨折や頭部外傷，脊髄損傷など医学的に入
院が必要な診断を受けていると推察される。転
倒による発生頻度が高い高齢者の骨折の地域差
を個人単位で検討した先行研究9）10）では，骨折
発生率は人口の少ない農村部より人口の多い都
市部で高い傾向を認めたと報告している。救急
搬送事例を対象に，地域単位（消防本部の管轄
地域）で比較した本研究においても，高齢者の
転倒問題は人口規模の多い大都市の女性で特に
重要な問題であると考えられた。女性の転倒搬
送件数が小都市より大都市で高値を認めた理由
としては，大都市では高齢者の単独世帯が多い
ことが一要因であると推察された。高齢者の転
倒後の重症度に関連する要因を調査した先行研
究11）では，転倒後の重症度に関連する要因とし
て転倒後の臥床時間が関連しており，転倒した
状態で長時間臥床していることで，転倒後の外
傷に加えて，褥創や脱水症，低体温など二次的
な合併症の可能性が高くなることを報告してい
る。本研究における大都市は小都市より高齢者
の単独世帯が多く，住宅で転倒した場合は受傷

者の発見や救急搬送の依頼が遅れることで受傷
者の重症化につながりやすくなると推察された。
　一方，本研究は，救急搬送を行った転倒を対
象とした研究であることから，高齢者の単独世
帯では，家庭内における対処能力が低下（同居
人により受傷者を医療機関まで搬送することが
困難）していることにより，自力で医療機関の
受診が困難な場合は，救急車を利用してしまう
可能性が高くなるとも推察された。いずれにせ
よ，転倒搬送件数には，高齢者の世帯状況など
社会的・経済的状態が関連している可能性があ
り，今後はこれらの仮説の検証について分析的
研究によって明らかにする必要があると考えら
れた。
　本結果における住宅での転倒の割合は，大都
市と小都市で大きな差はなかったが，男性より
女性に多い傾向を認めた。また，屋外での転倒
の割合は，大都市と小都市で大きな差はなかっ
たが，大都市・小都市ともに，女性より男性に
多かった。女性高齢者は住宅での転倒が多く，
男性高齢者は屋外での転倒が多かった理由は，
男女における身体活動量および身体機能の相違
が影響していると推察された。中高齢者におけ
る屋外と屋内の転倒関連因子を調査した先行研
究12）では，屋外の転倒の多くは環境因子の影響
を受け，若年層や男性，身体活動量の高い中高
齢者に多く発生しており，屋内の転倒は健康状
態の低下した虚弱な中高齢者に多く発生してい
たと報告されている。わが国における高齢者の
生活実態調査を行った先行研究13）では，男性は
女性と比較して，一人で外出できる高齢者の割
合が多く，平均寿命を超えてもなお元気な生活
を送っている一方，女性は平均寿命を超える前
から不健康な生活が始まる人が多いと報告して
いる。これらのことから，一人で外出可能な割
合の多い男性高齢者は，外出機会が増加するこ
とで必然的に屋外での転倒が多くなり，一人で
外出困難な割合の多い女性高齢者は，身体活動
量および身体機能の低下から住宅で転倒するこ
とが多くなると推察された。
　本結果における転倒の発生季節は，大都市と
小都市で有意差がなかったが，秋季・冬季の割
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合が全体的に高い傾向にあり，特に小都市にお
ける女性の冬季の割合は29.0％と最も高かった。
大腿骨頚部骨折の発生状況を調査した先行研究
では，大腿骨頚部骨折の発生数は夏季より冬季
に多く14），冬季では降雪や路面の凍結による転
倒から大腿骨頚部骨折を誘発しやすいと報告さ
れている15）。本研究における小都市は，大都市
と比較しても豪雪地帯を含む消防本部が多いこ
とから，小都市の冬季では降雪や路面の凍結な
どを一要因とした転倒が増加すると予測された
が，本結果では，大都市と小都市の間で大きな
差はなかった。わが国における豪雪地帯では，
除雪や滑り止め剤の散布など各地域で豪雪地帯
対策基本計画に基づいた対策が行政によって行
われている16）。本結果による転倒の発生場所が，
大都市・小都市ともに住宅が大部分であったこ
とを踏まえても，わが国における冬季の転倒は，
路面の凍結や積雪などが直接的な原因となり転
倒することは少ないと推察された。冬季の転倒
が多かった理由としては，厚手の防寒着による
活動制限，寒暖の差が大きい浴室やトイレなど
を利用した場合のヒートショック現象によるめ
まいやふらつき，血中ビタミンＤ濃度の低下に
よるバランス能力や歩行能力の低下17）など冬季
の自然環境が人体に何らかの影響を与えている
ことが推察されたが，本結果からは原因を明ら
かにすることは困難であった。また，秋季に転
倒が多かった理由についても不明であり，今後
さらなる検討が必要な課題である。
　本研究の限界としては，消防本部からのデー
タ回収率が低率であったことが考えられた。救
急搬送を伴った転倒に関する情報は，事故種別
の一般負傷として救急搬送記録に収集されてお
り，転倒状況に関する消防庁への報告義務はな
いことから，過去の転倒の情報では詳細な転倒
状況の把握が困難な消防本部が多く，本研究へ
の調査協力が困難であった。また，救急搬送に
関する情報は，各消防本部が独自に作成した
データベースにもとづいて情報の収集・記録を
行っている場合が多く，一般負傷から転倒に関
する情報を抽出するためには，多大な時間と労
力を要することから，本研究への協力がマンパ

ワー上困難な消防本部も少なくなかった。転倒
に限らず，救急搬送に関わる多くの事故情報を
容易に収集・抽出することが可能なシステムの
構築が望まれる。
　最後に，本結果から，女性の転倒搬送件数は
小都市より大都市で多いことが明らかになった
が，転倒の発生場所と発生季節は大都市と小都
市で差はなく，人口規模別に特徴的な発生状況
を明らかにすることはできなかった。本研究デ
ザインは記述的研究であり，人口規模により女
性の転倒搬送件数が異なった原因を明確にする
ことは困難であったことから，今後は，分析的
研究を用いた仮説の検証が必要であると考えら
れた。

謝辞
　本研究に関して多大なご協力をいただきまし
た幡多中央消防組合消防本部消防長の武田弘一
様，高橋明様，四万十市立市民病院の池一美様，
各消防本部の関係者の皆様に深謝いたします。

文　　　献
1 ）厚生労働省．平成16年国民生活基礎調査．東京：

厚生統計協会，2006；201．

2 ）折茂肇，坂田清美．第四回大腿骨頚部骨折全国頻

度調査成績－2002年における新発生患者数の推定

と十五年間の推移－．日本醫事新報 2004；4180：

25‒30．

3 ）林泰史．高齢者の転倒防止．日老医誌 2007；44：

591‒94．

4 ）柴田博，他．平成 7 年度－平成 8 年度科学研究費

補助金基盤研究Ａ〔 1〕研究成果報告書　地域の

高齢者における転倒・骨折に関する総合的研究．

東京：東京都老人総合研究所，1997；1‒163．

5 ）浅川康吉，高橋龍太郎，香川順．都市在住高齢者

の転倒・転落－救急搬送事例の検討－．日老医誌 

2001；38：534‒9．

6 ）吉本好延，佐野尚美，三木章江，他．高知市にお

ける救急搬送活動記録を用いた転倒・転落の実態

調査．日本公衛誌 2009；56（ 5 ）：322‒7．

7 ）全国消防組織研究会．平成19年度版全国消防便覧．

東京：（株）ぎょうせい，2008；1‒497．



第58巻第 3号「厚生の指標」2011年 3 月

―　 ―37

8 ）（財）国土地理協会．住民基本台帳人口要覧（平成

19年版）．東京：（財）国土地理協会，2007；1‒512．

9 ）Sanders KM, Nicholson GC, Ugoni AM, et al. 

Fracture rates lower in rural than urban commu-

nities: the Geelong Osteoporosis Study. J Epidemi-

ol Community Health. 2002；56（ 6 ）：466‒70．

10）鈴木隆雄．高齢者での骨粗鬆症による骨折．長期

プロジェクト研究報告　中年からの老化予防・総

合的長期追跡研究（TMIG‒LISA）－ 5 年間の中間

報告－．（財）東京都老人総合研究所．1997；30‒9．

11）Fleming J, Brayne C, Cambridge City over‒75s 

Cohort（CC75C）study collaboration. Inability to 

get up after falling, subsequent time on fl oor, and 

summoning help: prospective cohort study in peo-

ple over 90. BMJ 2008；337：ａ2227．

12）Li W, Keegan TH, Sternfeld B, et al. Outdoor falls 

among middle‒aged and older adults: a neglected 

public health problem. Am J Public Health. 2006；

96（ 7 ）：1192‒200．

13）天野恵子，他．日本における女性医療の課題に関

する医療社会学的研究ならびに性差を加味した健

康度及び生活習慣の測定手法の評価に関する研究．

平成16年度厚生労働科学研究補助金　子ども家庭

総合研究事業 2005；82‒6．

14）Committee for Osteoporosis Treatment of The 

Japanese Orthopaedic Association. Nationwide 

survey of hip fractures in Japan J Orthop Sci. 

2004；9（ 1 ）：1‒5．

15）Marija Bulajic‒Kopjar. Seasonal variations in inci-

dence of fractures among elderly people. Injury 

Prevention 2000；6：16‒9．

16）徳永ロベルト，仁平陽一郎，林華奈子，他．北海

道の冬期における歩行者の転倒事故と歩行空間対

策について．北海道開発土木研究所月報 2003；

597：45‒50．

17）奥野純子，戸村成男，柳久子．地域在住虚弱高齢

者のビタミンＤ濃度の分布状況とビタミンＤ濃度

と生活機能・身体機能との関連．日老医誌 2007；

44：634‒40．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


